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S U P P O R T E R S C L U B N EW S

鷹山宇一記念美術館友 の 会会報
T A K A Y A M A - U I C H I M E M O R I A L M U S E U M O F A R T

第

号
99

「
少
年
の
日
の
佛
陀
」

昨
年
行
わ
れ
た
、
美
術
館
開
館
２
５
周
年
記
念
「
宇
一
が
描
い
た
蝶
」展

は
“
絵
画
を
蝶
の
標
本
で
再
現
す
る
”と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
企

画
に
な
っ
た
。こ
の
展
覧
会
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が「
少
年
の

日
の
佛
陀
」で
あ
る
。
描
か
れ
た
蝶
を
実
際
の
蝶
の
標
本
で
再
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
鷹
山
の
色
彩
感
覚
、
配
置
の
妙
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
主
題
の「
佛
陀
」に
注
目
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
鷹
山
９
０
年
の

画
業
の
中
で
、
数
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、「
佛
陀
」を
主
題
に
し
た

作
品
は
本
作
の
み
で
あ
る
。そ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
本
作
に
は
何
か
特
別
な

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

本
作
が
描
か
れ
た
の
は

年
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
明

1947

治
以
来
の
国
家
体
制
が
崩
壊
し
、
社
会
体
制
が
大
き
く
転
換
し
た
時
期

で
あ
り
、こ
の
頃
美
術
界
も
ま
た
め
ま
ぐ
る
し
い
変
転
を
繰
り
広
げ
て
い
く
。

鷹
山
は
終
戦
直
後
、
二
科
会
再
建
に
際
し
て
、
東
郷
青
児
の
呼
び
か
け
に

よ
り
会
員
と
し
て
復
帰
す
る
。こ
の
頃
か
ら
作
品
も
戦
前
の
版
画
や
パ
ス

テ
ル
か
ら
油
彩
画
へ
と
絞
ら
れ
て
い
く
の
だ
が
、
鷹
山
の
中
で
な
に
か
大
き

な
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

鷹
山
は
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
海
軍
航
空
隊
に
召
集
さ
れ
た
当
時

の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
圧
迫
に
よ
り
過
去
の
記
憶
が
甦
え
り
、よ
う
や
く
民
族
的
意
識
を

と
り
も
ど
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
民
族
意
識
は
当
時
の
日
本

の
軍
国
主
義
的
野
望
に
協
力
同
調
す
る
よ
う
な
野
蛮
な
も
の
で
な
く
、

大
き
な
意
味
で
の
東
洋
的
幻
想
へ
の
あ
こ
が
れ
の
復
活
で
あ
っ
た
。こ
れ

は
終
戦
間
近
に
海
軍
航
空
隊
に
召
集
さ
れ
き
び
し
い
茨
の
生
活
の
中

で
の
思
考
で
益
々
強
固
に
な
り
、
如
何
な
る
傾
向
の
作
風
に
進
む
か
も

熟
慮
し
た
時
期
で
あ
る
。（
美
術
誌
「
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
昭
和
三
十
七

年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た「
作
家
の
記
録

鷹
山
宇
一
」よ
り
一
部
抜

粋
）

「
東
洋
的
幻
想
へ
の
あ
こ
が
れ
の
復
活
」と
あ
る
。
東
洋
的
幻
想
へ
の
あ
こ

が
れ
は
、
鷹
山
が
少
年
の
頃
か
ら
抱
い
て
い
た
思
い
で
あ
る
。
西
洋
美
術
の

流
入
や
戦
争
な
ど
激
動
の
時
代
の
中
、
自
身
の
作
風
を
模
索
し
、
た
ど
り

着
い
た
の
は
少
年
の
頃
か
ら
心
に
抱
い
て
い
た「
東
洋
的
な
東
洋
人
的
な

絵
画
を
描
こ
う
」と
い
う
画
家
と
し
て
の
信
念
で
あ
る
。
時
代
の
波
に
翻
弄

さ
れ
失
い
か
け
て
い
た
思
い
の
復
活
は
、
戦
後
の
鷹
山
の
作
品
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
本
作
が
制
作
さ
れ
た
翌
年
、
鷹
山
は
武
井
増
子
と
結
婚
し
た
。

「
絵
描
き
で
は
飯
は
喰
え
な
い
」と
長
い
間
独
身
だ
っ
た
鷹
山
だ
が
、
私
生
活

に
お
い
て
も
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
「
佛
陀
」と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で「
目
覚
め
た
者
」
や「
心

理
、
本
質
、
実
相
を
悟
っ
た
人
」と
訳
す
。

目
覚
め
た
者
…
ま
さ
に
こ
の
頃
の
鷹
山
を
表
す
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。こ
の
少
年
佛
陀
は
鷹
山
が
少
年
時
代
か
ら
変
わ
ら
ず
持
ち
続
け
て
い

た
信
念
の
再
確
認
と
、
今
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
新
た
に
始
ま
る
画
家
人
生
へ

の
決
意
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
強
い
決
意
が
佛
陀
と
し
て
表
現
さ
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

学
芸
員

遠
藤
未
奈
子
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総
会
終
了
後
に
開
催

さ
れ
た
役
員
会
に
お
い

て
、
会
長
、
副
会
長
が
再

任
さ
れ
、
本
年
度
の
事

業
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

本
年
度
も
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

日
本
画
家
東
山
魁
夷
（
ひ
が
し
や
ま

か
い
い
）
（
１
９
０
８
年
～
１
９
９
９
年
）
が

代
表
作
「
道
」
（
東
京
国
立
近
代
美
術

館
所
蔵
）
を
１
９
５
０
年
に
開
催
さ
れ
た

第
６
回
日
展
に
発
表
し
て
か
ら

年
目

70

に
あ
た
る
今
年
、
今
ま
で
は
車
で
通
り

す
ぎ
る
だ
け
だ
っ
た
種
差
海
岸
沿
い
に

走
る
青
森
県
道
１
号
八
戸
階
上
線
の

「
道
」
の
記
念
碑
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

ど
う
せ
訪
ね
る
な
ら
八
戸
市
に
住
ん

で
い
る
地
の
利
を
生
か
し
、
東
山
魁
夷

が「
道
」
の
相
を
得
た
と
い
う
風
景
の
四

季
折
々
の
変
化
も
楽
し
み
た
い
と
思
い

記
念
碑
を
訪
ね
始
め
て
い
ま
す
。

思
い
立
っ
た
が
吉
日
と
ば
か
り
に
２

月
下
旬
に
出
か
け
ま
し
た
。
当
日
は
真

冬
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
暖
か
い
天
気
に

恵
ま
れ
ま
し
た
が
草
地
に
は
緑
も
な
く

寂
し
い
風
景
で
し
た
。
記
念
碑
の
説
明

文
を
読
み「
道
」
の
画
像
を
見
て
か
ら
改

め
て
灯
台
方
向
を
眺
め
た
と
き
、
確
か

に
こ
こ
が「
道
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
風
景

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
５
月
下
旬
、
外
出
自

粛
に
伴
う
運
動
不
足
と
気
分
転
換
を

図
る
た
め
に
２
度
目
の
訪
問
。
葦
毛
崎

展
望
台
か
ら
記
念
碑
ま
で
海
岸
沿
い
の

遊
歩
道
を
往
復
し
て
新
緑
の
風
景
を
満

喫
し
ま
し
た
。

東
山
魁
夷
が
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
季

節
は
記
念
碑
説
明
文
に
よ
れ
ば
「
ひ
と

す
じ
の
道
が
、
私
の
心
に
在
っ
た
。
夏
の

早
朝
の
、
野
の
道
で
あ
る
。
」
そ
う
で
す

が
、
早
起
き
は
苦
手
な
の
で
次
回
の
訪

問
は
夏
の
午
前
中
の
早
い
時
間
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料

・
種
差
海
岸
散
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

八
戸
市

・
日
経
ポ
ケ
ッ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
山
魁
夷

・
現
代
日
本
紀
行
文
学
全
集

補
巻
２

・
そ
の
他
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会

会
員

照
井
壽
一
（
八
戸
市
）

・２月２０日、５月２９日訪問
遊歩道ですれ違う見ず知ら
ずの方々と笑顔で交わす
「コンニチハ」「いいお天気
ですね」等々の会話は、楽
しくて新鮮でした。

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会
令
和
２
年
度
通
常
総
会
書
面

議
決
が
６
月

日
迄
の
表
決
期
限
で
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
事

10

業
報
告
、
貸
借
対
照
表
並
び
に
収
支
計
算
書
及
び
令
和
元
年
度

剰
余
金
処
分
案
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
会
員
計
画

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
、
理
事
監
事
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
等
全
て
の
承
認
議
案
が
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
書
面
議
決
結
果
に
つ
い
て
左
記
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

鷹山宇一記念美術館友の会

令和２年度通常総会開催
令 和 ２ ・ ３ 年 度

役 員 紹 介

会 長 下山恭美子（再任）

副 会 長 奥山 雅子 （再任）

事務担当 戸舘 榮一 （再任）

会報担当 照井 壽一 （再任）

理 事 小川 展子 （再任）

理 事 小林 光子 （再任）

理 事 小向 愼 （再任）

理 事 葛原 隆男 （再任）

理 事 山本 洋一 （再任）

理 事 天間 孝栄 （再任）

監 事 工藤喜代子（再任）

）監 事 田中 淳 （再任

総会書面議決結果表

議 案 賛成 反対

議案第１号 ２１８名 ０名

議案第２号 ２１８名 ０名

議案第３号 ２１８名 ０名

議案第４号 ２１８名 ０名

投票総数 ２１８名 ０名

会員数 ３６３名
％投票率 60.1

「道」の記念碑から八戸市方面を望む。
大須賀海岸バス停から徒歩３分。

東
山
魁
夷
画
伯

「
道
」
の
記
念
碑
を
訪
ね
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
て
︑
臨
時
休
館
し
て
い
ま

し
た
が
︑
約
二

月
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
︒ 

延
期

大
正
浪
漫
の
寵
児 

 

竹
久
夢
二
展
﹂
の
新
た
な
会
期
は
下
記
を
ご

覧
下
さ
い
︒
現
在
は
常
設
展
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
︒ 

こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
こ
と
で
︑

フ
一
同
対
策
は
手
探
り
の
状
態
で
は
あ
り

ま
す
が
︑
お
客
様
が
安
全
に
鑑
賞
で
き
る
よ

う
対
策
に
努
め
て
お
り
ま
す
︒ 

  

館
内
の
感
染
症
対
策 

◎各所に消毒液を設置して
います。入館時は手の消毒を
お願いします。 

◎対面で販売を行う受付・グッズレジには飛沫感染防止のた
めアクリル板と透明ビニールカーテンを設置しました。 

←いつもの展示よりも、作
品と作品の間を広めにし
て展示することで、お客様
同士が近くなりすぎずに
鑑賞することができます。 

白線の位置で鑑賞するよう
お願いしております。 

大正浪漫の寵児 竹久夢二展 

鷹山宇一記念美術館 
News & Report 

美術館再開しました！ 

←展示室前の
廊下を白線で
区切り右側通
行をお願いし
ております。 

～来館されるお客様へのお願い～ 
○必ずマスクの着用をお願いします。 
○「こまめな手洗い」にご協力をお願いします。 
 各所に消毒液を設置しておりますので、ご利用ください。 
○展示室内では、ほかのお客様と一定の距離を保ってご覧くださるようお願いいたします。 

また、展示室内などでの会話はできるだけお控えいただき、静かなご観覧にご協力ください。 
※作品は白線の位置でご覧下さい※ 

○体調が悪そうな方へスタッフよりお声がけし、ご退出をお願いする場合がございます。 
○展示室前廊下は右側通行でご移動くださいますようお願いいたします。 
 

館
内
の
感
染
症
対
策
を
紹
介
し
ま
す
︒ 

～当館での取り組み～ 

・消毒液の設置。 

・館内の見回りと換気の

実施 

・受付、グッズレジに飛

沫防止板を設置。 

・スタッフのマスク着用 

《会期》2020 年 8 月 22 日（土）～11 月 8 日（日）予定 

お待たせしました！ 

※詳細につきましては、HP でお知らせして参ります。 

◎展示室入り口に 
「お客様へのお願い」
を掲示。 
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東
北
新
聞
に
て
毎
週
月
曜
日

掲
載
中
！ 

絵
画

蝶

追

 

1 回目は「少年の日の佛陀」と
「ウスバシロチョウ」を紹介。 

2 回目は「湖畔の花」と「ヒメ
ギフチョウ」を紹介。 

3 回目は「遊蝶・花」と「モン
キチョウ」を紹介。 

4 回目は「花・遊蝶」とアオタ
テハモドキ」を紹介。 

館内には蝶の標本コーナーも作りまし
た！記事で紹介された標本を週替わりで
1 作品紹介します。本物の蝶の美しさを蝶
の解説と共にお楽しみください。 

7
月
中
旬
頃
ま
で
毎
週
月
曜
に
掲

載
予
定
で
す
︒ 

休
館
中
の
様
子 

◎
作
品
調
査
の
様
子
◎ 

新
し
く
寄
託
を
受
け
た
作
品
1
点
1
点
に

つ
い
て
︑
写
真
撮
り
や
︑
寸
法
を
測
る
な
ど
し

て
︑
作
品
の

を
ま
と
め
ま
し
た
︒ 

◎
収
蔵
図
書
の
整
理
◎ 

美
術
館
に
あ
る
収
蔵
図
書
や
鷹
山
宇
一
蔵
書

を
整
理
し
ま
し
た
︒ 

約
二

月
間
休
館
し
て
お
り
ま
し
た
が
︑
休

館
中
は
他
に
も
︑
収
蔵
庫
の
整
理
整
頓
︑
館

内
の
備
品

に
着
手
で
き
ま
し
た
︒ 

6
月
13
日
︵
土
︶
か
ら
常
設
展
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
︒
皆
様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒ 

全
10
回
掲
載
予
定
で
す
︒
鷹
山
作
品
と
作

品
に
描
か
れ
た
蝶
を
解
説
し
て
い
ま
す
︒ 

常
設
展

様
子 

6
月
13
日
︵
土
︶
か
ら

し
た
常
設
展

の
様
子
を
少
し
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
︒ 

絵画室 3 は郷土の画家・二科
の画家たち 

感染症対策のため作品間隔をい
つもより広くとり、ゆったりと
した空間で作品をご覧いただけ
ます。 
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前
号
で

の
会

員
を
募
集
し
て
お
り

残
念
な

今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点

一
緒
に
ア
ミ
を
振
る
う

事
が

美
術
館

が
休
館
と
な
り
皆
さ
ん
と
の
活
動
が
自
粛
と
な

蝶
は
普
段
通
り
の
季
節
に
羽
を
広
げ
舞

い
ま
す

私
た
ち
を
待

い
て
は
く
れ
な
い
の

で
す

こ
と
對
馬
康
夫
研
究

員
と
共
に
調
査
・
研
究
を
続
け
る
事

私
た
ち
の
日
々
奮
闘
し
て
い
る
様
子
を
ご
紹
介

 

 

   

    

       

 

          

            
 

          

                                   

    
 

                               

令
和
２
年
度
が
始

 

早
３
か
月
が
経

 

美
術
館

は
今

だ
再
開

参
加
さ
れ
る
皆
さ
ま

の
安
全
を
考
え

少
し
お
休
み
を
頂

そ
の

様
々
な
企
画
を
考

を

伸
ば
す
た
め
日
々
学
習

開
催
ま

で
も
う
し
ば
ら
く
お
待

 
 

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

 

教
育
普
及
員
／
織
川
孝
子 

ょ 
ち 

く 

野外調査2 
七戸の蝶を採集しています。 
七戸にはどんな蝶がいるか。 
週1回は町内を回っています。 
 
右の花は「ムラサキケマン」と

いって【ウスバシロチョウ】の

食草です。 
 
昨年に引き続き、驚愕の白いウ

スバシロチョウを追い求めま

した。結果は・・・ 
またの機会に 

このプレートを付けて 
アミを持っています。 
決して変な人ではないので気

軽に声かけて下さい。 

美術館裏で 
シジミ蝶の幼虫発見！！ 

蝶の観察1 
【ヤマトシジミ】 
食草 
・カタバミ 

蝶の観察2 
【オオムラサキ】 
国蝶です！ 
食草 
・エゾエノキ 
現在美術館内で、飼育中！蛹になりました。 

5/15で蛹になって・・・ 
こちらが羽化した姿です。 

気付いたらなんと1回目の脱皮していました。 
幼虫の隣をよぉーくご覧下さい。 

 

！！ 

昨年11，12月に行われた年賀状木版画の作

品です。今年度も沢山の参加お待ちしてお

ります。 

日
本
板
画
院
主
催
の
版
画

に
子

ど
も
４

の
計
１１
名
が

 

館
内
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下

 

 

野外調査1 
カタクリの花が咲く頃から調査し

ていました。 
カタクリには【ヒメギフチョウ】

がやってきます。 
残念ながら今年は七戸で確認でき

ませんでした。 
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✾
美
術
館
日
誌

✾ 
 

◆
４
月
◆ 

▼
１

職
員
辞
令
交
付
式 

▼
８

水

ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
365
更
新 

                   
 

20
 

 
 
 
 
 
 

美
術
館
収
蔵
図
書
分
類
整
理 

 
 
 
 
 
 

鷹
山
宇
一
蔵
書
分
類
整
理 

▼
９

木

蝶
採
集
⑴ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
10

看
板
引
取

青
森
ス
タ
ジ
オ

 

▼
11

土

友
の
会
監
査 

 
 
 
 

 

▼
15

水

蝶
採
集
⑵ 

 

▼
23
日

収
蔵
絵
画
作
品
等
監
査 

  

蝶
採
集
⑶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
30

 

 

          

◆
５
月
◆ 

▼
７

木

財
団
会
計
監
査 

監
事
・
理
事
長
・ 

 
 
 
 
  
 

▼
８

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

東
北
取
材 

 

▼
９

土

 

▼
11

月

 

▼
14

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

▼
16

の
会
役
員
会 

 
▼
20

水

蝶
採
集
⑺ 

 

▼
22

金

第
一
展
示
室
屋
根
修
繕 

三
輪
建
設

 

 
 
 
 
 
 

コ
ロ
ナ
対
策
打
ち
合
わ
せ 

青
森
ス
タ
ジ
オ

 

▼
26

火

蝶
採
集
⑻ 

 

             

東
北
取
材 

▼
28

友
の
会
総
会
案
内
発
送 

 

美
術
館
２
階

 

◆
６
月
◆ 

▼
２

火

自
動
ド
ア
点
検 

 

▼
３

水

七
戸
町
所
有
作
品
確
認 

 
 

▼
４

木

蝶
採
集
⑼ 

 

 
 
 
 
 
 
 

東
北
取
材 

▼
５

新
型

感
染 

対
策
用
パ
ネ
ル
取
付 

 

▼
９

火

河
北
新
報
取
材 

 
 
 
 
 
 

東
北
取
材 

 
 
 
 
 
 

蝶
採
集
⑽ 

 

▼
11

木

 

 
 
 
 
 
 
 

作
品

 

 
 

美
術
企
画
課
長 

 

▼
13

土

常
設
展

 

▼
16

 

 

▼
17

持
続
化
給
付
金
申
請

ト 

 

▼
23

火

 

▼
25

 

 

▼
27

の
会
会
報
発
送
作
業 

▼
28

版
画
家
戸
村
春
樹
氏
作
品
調
査  

 

令和２年４月から、受

付／教育普及員補助とい

うお仕事をさせていただ

くことになりました。美

術館で働いてみたいとず

っと思っていました。 
何かと不手際な事が多く、至らない面も多々あると思いま

すが、美術館の一員として少しでも皆様のお役に立てるよ

う頑張りますのでよろしくお願いいたします。 
教育普及員補助 笹木 しずえ 

 

新しいスタッフの紹介 

▲蝶採集をする職員 
＜七戸町・東八甲田家族旅行村 

創造の森＞ 

▲常設展オープン！ 

▼リニューアルした図書コーナー 

▲ステンドガラスの微笑み 
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岩
手
県
花
巻
市
東
和
町
土
沢
の「
萬

鉄
五
郎
記
念
美
術
館
」
（
１
９
８
４
年
５

月
開
館
）
で
２
０
１
２
年
に
開
催
さ
れ
た

￢
大
正
ロ
マ
ン
・
昭
和
モ
ダ
ン
展
―
竹
久

夢
二
、
高
畠
華
宵
と
そ
の
時
代
―
」
を

鑑
賞
。
同
年

月
に
は
一
度
は
訪
れ
た

10

い
と
思
っ
て
い
た
石
川
県
金
沢
市
を
観

光
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
と
き
、
郊
外

に
足
を
伸
ば
し
て
竹
久
夢
二
（
１
８
８
４

～
１
９
３
４
）
が
１
９
１
７
年

３
週
間
ほ

に

ど
滞
在
し
た
と
い
う
湯
涌
温
泉
に
宿

泊
。「
金
沢
湯
涌

夢
二
館
」
（
２
０
０
０

年
４
月
開
館
）
を
「
夢
二
式
美
人
」
に
迎

え
ら
れ
夢
二
の
デ
ザ
イ
ン
画
や
美
人
画

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
に
は
、
盛
岡
市
「
プ
ラ
ザ

お
で
っ
て
」
６
階
の「
盛
岡
て
が
み
館
」
（
２

０
０
０
年
６
月
開
館
）
で
開
催
さ
れ
た
特

別
展
「
竹
久
夢
二
の
世
界
」
で
は
、
夢
二

が
表
紙
絵
と
作
詞
を
手
が
け
た
と
い
う

「
セ
ノ
オ
楽
譜
」
を
中
心
に
鑑
賞
し
ま
し

た
。夢

二
に
つ
い
て
は
、
竹
久
夢
二
作
詞
、

多
忠
亮
（
お
お
の
た
だ
す
け
）
（
１
８
９
５

～
１
９
２
９
年
）
作
曲
、
１
９
１
８
年
「
セ

ノ
オ
楽
譜
」
（
セ
ノ
オ
音
楽
出
版
社
刊
）

か
ら
発
刊
さ
れ
一
世
を
風
靡
し
た
「
宵

待
草
」
と
い
う
曲
に
よ
っ
て
も
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
画
家
高
畠
華
宵
（
た
か
ば
た
け

か
し
ょ
う
）
（
１
８
８
８
～
１
９
６
６
年
）
に

つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
ネ
ッ

ト
等
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
１
９
８
４
年
に

弁
護
士
・
鹿
野
琢
見
（
か
の
た
く
み
）
に

よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
東
京
都
文
京
区
に

あ
る
私
立
弥
生
美
術
館
（
１
９
８
４
年
６

月
開
館
、
写
真
下
段
右
）
で
常
設
展
示

併
設
し
て
竹
久
夢
二

さ
れ
て
い
る
こ
と
、

美
術
館
（
１
９
９
０
年

月
開
館
）
が
あ
る

11

東
京
都
に
い
っ
た
と
き
に

こ
と
を
知
り
、

は
両
美
術
館
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

初
代
館
長
は
、

弥
生
美
術
館
の

竹
久
不
二
彦
（
竹
久
夢
二
の
次
男
）
が

努
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

本
年
１
月
上
旬
に
漫
画
家
・
田
河
水

泡
（
１
８
９
９
～
１
９
８
９
年
）
の
遺
族
か

ら
竹
久
夢
二
美
術
館
が
夢
二
の
未
公
開

作
品
「
サ
ー
カ
ス
」
の
寄
贈
を
受
け
た
と

い
う
新
聞
記
事
を
読
み
、
鑑
賞
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
首
都
圏
へ
の
旅
行

は
、
い
ま
暫
く
は
控
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
鷹
山
宇
一
記
念

美
術
館
の
特
別
展
「
大
正
浪
漫
の
寵
児
・

竹
久
夢
二
展
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で「
も
し
か
し
た
ら
中
止

か
も
？
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
延
期
に

な
り
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

感
染
症
予
防
対
策
等
、
開
催
に
向
け

て
の
準
備
に
職
員
の
方
々
は
大
変
で
し

ょ
う
が
大
正
ロ
マ
ン
を
代
表
す
る
画
家
の

作
品
を
地
元
で
鑑
賞
で
き
る
貴
重
な
機

会
だ
と
思
う
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

参
考
資
料
等

花
巻
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
金
沢
湯
涌
夢

二
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
弥
生
＆
竹
久
夢
二
美

術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
東
京
都
美
術
館
案
内

旺
文
社
発
行
２
０
１
７
年
版
、
そ
の
他

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会

会
員

照
井
壽
一
（
八
戸
市
）

萬鉄五郎記念美術館外観
○マスク無しで気楽に旅行できた日々が

懐かしい。 厚生労働省発表の「新しい生

活様式」での旅行を模索中・・・。

「
大
正
ロ
マ
ン
」
を
尋
ね
て

竹
久
夢
二
編

竹久夢二像（夢二館）

待てど暮らせど来ぬ人を宵待草：
宵待草のやるせなさ
今宵は月も出ぬそうな
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新
規
会
員
入
会
お
誘
い
の
お
願
い
と

友
の
会
会
員
登
録
更
新
の
お
願
い

令
和
元
年
度
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

新
年
度
も
友
の
会
で
は
、
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
の
応
援
と
会

員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
を
企
画
し
、
微

力
な
が
ら
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
更
新
及
び
新
規
入
会
手
続
き
は
、
美
術
館
窓
口
と
同
封
の

郵
便
振
替
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
友
の
会
の
事
業
内
容

①
県
内
外
美
術
館
研
修
視
察
旅
行
（
年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
館
研
修
旅
行

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
へ
の
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
の
発
行

⑥
そ
の
他
（美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（
個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引

③
研
修
会
、
講
演
会
へ
の
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
へ
の
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
、
招
待
券
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

編集後記
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から

書面表決となった通常総会も無事終了。今後と
も会員皆様のお力添えを頂きながら、鷹山宇一
記念美術館を応援して参ります。会報作成への
ご協力をお願い申し上げます。 （照井壽一）

★お便り募集中

文字数 １，２００字以内

締切り令和２年８月末日迄

友の会会報１００号へのお

便りをお待ちしています。

～令和２年度第１回研修旅行のご案内【 】～予告

൐५٩վȆെઉ೹঳גࢄ൴વ༃ْജ

令和２年度研修旅行を下記のとおり計画しております

が、新型コロナウイルス感染拡大の状況等を考慮し、募集

開始は９月発行の会報第１００号で行う予定です。

令和２年度 第 １ 回研修旅行【予告】

月 日（ ）日 時：令和２年１ 1 １ ５ 日
研修先：盛岡市 岩手県立美術館

（入館料、昼食代、交通費等含む）参加費：７，000円
募集人員：先着３０名（最少催行人員は20名）

研修行程（予定）
7:30 みちのく銀行十和田支店前
7:55 七戸南公民館
８:０0 鷹山宇一記念美術館
10:30 岩手県立美術館
13:00 昼食（盛岡市内ホテル予定）
15:30 盛岡市内出発
18:０0 鷹山宇一記念美術館着
※詳細日程は、後日参加者にお送りします。

戦後を代表す◆

る日本画家、東

山魁夷は、清澄

で深い情感をた

たえた風景画に

より、戦後の日本

画の世界に大き

な足跡を残しまし

た。自然と真摯に

向き合い、思索

を重ねながらつく

りあげたその芸術世界は、日本人の自然観や心情までも反映した

普遍性を有するものとして評価されています。 なかでも、制作を受

諾してから完成まで10年を費やした唐招提寺御影堂障壁画は画

家の記念碑的大作です。東山は、多くの苦難を乗り越えて中国か

ら来日し唐招提寺を開基した鑑真和上に捧げるため、日本や中国

各地を歩いてスケッチを重ね、いく度も構成を練り、生涯のすべて

をかける気持ちでこの仕事に臨みました。制作は二期に分けられ、

第一期として昭和50年に奉納した《山雲》《濡声》では彩色画で日

本の自然を描く一方、第二期（55年奉納）の《揚州薫風》《桂林月

宵》《黄山暁雲》では中国風景を題材に水墨表現に挑み、新境地

を拓いています。 本展は、通常は非公開となっているこの障壁画

全68面を展示するものです。

(豊田市美術館ＨＰより引用）

イメージ唐招提寺御影堂障壁画再現展示

★お知らせ
会報第９９号から全ペ

。ージをカラーにしました
友人知人との楽しい旅

行記等に写真を添えてご
投稿をお願い致します。


